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第一 章 問題と目的 
 
第 1 節 境界例の先行研究の歴史的概観 
今日一般に使用されている代表的な人格障害の診断基準は米国精神医学協会(American 
Psychiatric Association)が刊行している『精神障害の診断と統計のためのマニュアル』
（Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders）（略して DSM とする）であ
る。DSM は第１版が 1952 年に、第２版が 1968 年に、第３版が 1980 年に、その改訂版
が 1987 年に、第 4 版が 1994 年に､現在では最新版（DSM-5）が 2014 年に刊行されてい
る。このなかで診断基準の大幅な変更がおこなわれたのが第 3 版（DSM-Ⅲ，1980）であ
る。第 3 版に至って初めて、人格障害（personality disorder）が｢疾患｣から分離独立した
形で、すなわち、｢疾患｣は第Ⅰ軸で、人格障害や人格傾向は第Ⅱ軸で、と別々に評価され
るという形式上の大改訂があり、また「内容的にも境界性人格や自己愛性人格といった、
今日的な新しい類型を含むに及んで、わが国では第 2 版までの personality disorder の邦
訳である人格｢異常｣を人格｢障害｣に改訳した（鈴木，2001, 45 頁）」。第 3 版で初めて公の
場に境界性人格障害（以下境界例とする）が登場したのである。 
この境界例がわが国の専門家の間で問題にされはじめたのは、DSM-Ⅲが刊行される 10










これは精神医学の誕生として象徴的意味をももっている（町沢, 1992, 51 頁）」。精神医学
が医学全体の展開のなかでその一領域として歩みだしたのはこれ以降のことであり、「精神
医学（psychiatry）の名が歴史に登場するのは 19 世紀中葉を待たねばならない（原田，
1992, 625 頁）」。 
 2 
精神医学の祖といわれている Kraepelin,E.の時代には境界例はどのような範疇に入れら
れていたのか。「Kraepelin が自らの著書である精神医学教科書の第 8 版（1918 年）に記
載した精神病質（psychopath）は、反社会的傾向をもつ性格障害だけではなしに、種々の
神経症や不安定な人たちまでも含むものとして考えていた頃には、当然、境界例も精神病







それでも治療的努力を重ねる人たちがいた。1920 年から 1940 年代にかけては、Reich,W.





今日の境界例論の起点となったのは 1950 年前後に書かれた Hoch,P.H.と Polatin,P.
















の機能を保護､強化する治療の必要性を強調した (牛島, 1991, 14-15 頁）」。 




その後、1950 代後半から 70 年代後半にかけて、精神分析の世界では、議論は「同一性」
形成の障害に的が絞られてきたようにみえる。米国では、Jacobson,E.(1971/1981, 114 頁)
の｢同一性障害｣(identity disturbances)、Erikson,E.H.(1952/1973, 114 頁)の｢同一性拡散｣
(identity diffusion)、Greenson (1958)の「隠蔽性同一性」(screen identity)、さらに英国
で は 、 Winnicott,D.W. (1965/1977, 170-187 頁 ) の ｢ 偽 り の 自 己 ｣ (false self) や






























って、実証的な行動観察と統計的方法による分析の結果でてきたものである (牛島 1991, 
16 頁)」。Hoch と Polatin の後を継ぐ記載精神医学的研究として重要である。この流れは、
Gunderson,J.G.(1984/1988, 3 頁)へと受け継がれ、やがて、「境界性人格障害」（borderline 
personality disorder）として、先に述べた DSM‐Ⅲの人格障害の一カテゴリーに位置
づけられることになる。 

























































































































意味を問いかけており､概念の厳密化はこれに反するからである」(河合, 1989, 313-314 頁)､















































第 2 節 目的 




































第 1 節 はじめに 
1950 年前後に報告された Hoch,P.H. Polatin,P.(1949)および Knight,R.P.(1953)の２論文
が神経症とも精神病とも判断ができない中間状態にあった境界例を境界例(DSM では境界
性人格障害、Borderline Personality Disorder)として位置づける起点になった。そして、
1950 年代後半には境界例は境界例としての位置を得て、その後の 10 年間は境界例の中核病
理が同一性障害(以下、「同一性の不確実性」とする)にあるとする議論が花を咲かせた。境界
例の病理を「同一性の不確実性」で規定できるのではないかと考えられたのである。しかし、
1970 年代に入り、境界例の概念は大幅に深化発展し、1980 年には DSM-Ⅲ(精神障害の診


























(Erikson, 1959, 198 頁 ) 」として明確化を避けている。 
しかし、河合(1983, 28-29 頁)は、この自我および自己と“同一性”との関係について、
























第 3 節 境界例における「同一性の不確実性」 














性拡散 (identity diffusion) という言葉を当てたのは周知のとおりである。しかし、筆者
の臨床感覚としては「同一性の不確実性」という言葉の方が「拡散」よりもより近いよう
に思われるので、以下そのように統一して用いることにする。 










立させるような環境に置いてしまうのである (Erikson, 1959, 112-113 頁)」。そして、「こ
の時期の両親の愛情を喪失していたとか、離ればなれであったとか、見捨てられていたと
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ということができる (Erikson, 1959, 111-112 頁)」としている。 
“同一性”と境界例との関係については、Erikson の他にも Jacobson, E.、 Balint, M.、 
Mahler, M.S. et al らに、わが国では、河合、鈴木、成田らに詳しい。 







関係にあるとしたうえで、このような考えは「Greenacre,P. (1958)や Mahler, et al の定義
と軌を一にしている（Jacobson, 1964, 23 頁）」という。Greenacre や Mahler と立場が同
じなら、彼女らも｢同一性の不確実性」は境界例に関係があり、その病因は母子関係にある
とみていることになる。 








































高いと指摘されている（成田, 2006, 15 頁）」のである。 
 人生最早期の分離－個体化過程におけるそれぞれの発達段階は個人の心理的成長に対し
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出したのである (Mahler,et al, 1975, 58 頁)」と、“同一性”形成における分離－個体化期
の重要性を強調している。 





て、境界現象や境界状態、そして精神病さえも発生する (Mahler,et al, 1975, 12-14 頁)」











境界例の本質である「境界性」については、河合(1989, 338-339 頁)、成田(1989, 23 頁)、



















































とする考え方と､発生的に｢発達上の固着段階｣とみなす考え方がある (鈴木, 2001, 8-18
頁)」ことからきている。 
明らかに Erikson らの視点は｢発達上の固着段階｣にある。Erikson は、「発達上の固着
段階」を、乳幼児の「口唇期後期」（生後６ケ月から１年半ぐらい）としている。Balint
については、限定をできるだけ排除しようとする彼の意図に多少反するが、「基底欠損」の


















































































































1989, 331-352 頁)」 を引用して、衝動の場ではない「境界」の肯定的な特性を明らかに
している。｢境界｣は、「境界」そのもののなかに、既に実存的な変革を遂げる起源となる「再
統合」過程が内在されていて、通過儀礼によって活性化され、「再統合」へと至るのである。 
成田(1998, 19 頁)、鈴木(1986, 155-156 頁)も Van Gennep を引用して、河合とほぼ同様
に「境界」の特徴を述べている。 





















































































































脳波学・統計学といった様々な方法と仮説が援用されて (鈴木, 2001, 43 頁)」作成される。
この作成手続きにおいて、優れた心理療法家個々の診断困難例の｢見立て｣から見出した病
理・特殊性やその考えが母体をなしているのはいうまでもない。 
境界例の診断基準として、現在、最も一般的に用いられている DSM と WHO (世界保
健機構、World Health Organization)の ICD (国際疾病分類、International Classification 
of Diseases)もこの手続きに準じて作成されている。なお、DSM と ICD には基本的に大
差がないので以下においては DSM で代表する。 































のデータおよび仮説というものは、過去 5 年間余りのわずか 49 例の治療体験からもので
あり、もっと多くの数を集めなければはっきりしたことは指摘できないし、さらに研究を
進めなければ結論付けることもできない (町沢, 1990, 72-73 頁)」と認めているように、集
積データと理論的証明が不足しているからである。 























第 7 節 まとめ 
(1) 乳幼児期に“同一性”形成の最初の一歩を踏み出した分離－個体化期の再接近期かそ
れ以前の共生期への退行過程でみられる境界例の多種多様な病理・特殊性の一つである












































［注］ 第二章は、「杉野要人(2011) : 境界例における『同一性の不確実性』仏教大学大学院紀要 教育




第 1 節 「青年期境界例」の概要 





















































































第 1 節「成人期境界例」の実際 











第 2 節「成人期境界例」の形成機序 
「成人期境界例」は「文芸や宗教などに傾倒」することによって、なぜ、潜伏させてい
る境界例病理を顕在化させなかったのか。「文芸や宗教などへの傾倒」がなす「成人期境界

























































第 2 項「成人期境界例」の『外囲いの同一性』の形成 















































































































「成人期境界例」の人間関係の「緩やかな回避 (杉野, 2013, 38 頁)」や「積極的な回避 (杉




「成人期境界例」は、境界例病理の典型例である「適応的な投影性同一視 (成田, 1989, 




























































性』の形成過程とその存在意義を知るために自験例を用いた。自験例は事例 3 と事例 4
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